
財務諸表（株式会社例）

株式会社　○○○ 単位：千円
科 目

売　　上　　高
※製造・販売等実績
に記入確認する項目 100,000

売　上　原　価 40,000

売 上 総 利 益 60,000

販売費及び一般管理費 2,000

営 業 利 益 58,000

営　業　外　収　益

受 取 利 息 1,000

雑 収 入 1,000 2,000

営　業　外　費　用

支 払 利 息 1,000 1,000

経 常 利 益 59,000

特　別　利　益

貸 倒 引 当 金 戻 入 1,000 1,000

特　別　損　失

固 定 資 産 売 却 損 1,000 1,000

税 引 前 当 期 純 利 益 59,000

法人税及び住民税等 25,000

当 期 純 利 益 34,000

※建設会社の場合（例）

科 目
　　売　　上　　高
　　　完　成　工　事　高 80,000 ※計上できません

　　　兼　業　事　業　売　上　高 15,000 ←計上可能
　　　そ　の　他　売　上　高 5,000 ←計上可能

100,000

※確認が可能な金額

損　益　計　算　書（例）

金 額

金 額



財務諸表（株式会社例）

（会社名） （単位：○○円）

金額 金額

（資産の部） （負債の部）

Ⅰ　流動資産 Ⅰ　流動負債

現金及び預金 40,000,000 買掛金 3,000,000 

売掛金 9,000,000 支払手形 100,000 

受取手形 6,000,000 短期借入金

有価証券 3,000,000 未払金

短期貸付金 2,000,000 リース債務

前払費用 100,000 未払法人税等

貸倒引当金 5,000,000 

経営状況の該当項目

経営状況の該当項目 流動負債合計 3,100,000 

流動資産合計 65,100,000 Ⅱ　固定負債

Ⅱ　固定資産 長期借入金 30,000,000 

（有形固定資産） 退職給付引当金 40,000,000 

土地

建物

構築物 設備の額該当項目③

機械及び装置 設備の額該当項目① 固定負債合計 70,000,000 

工具、器具及び備品 設備の額該当項目③ 73,100,000 

車両運搬具 設備の額該当項目② （純資産の部） （参考）

リース資産 設備の額該当項目①～③ Ⅰ　株主資本 申請書記入箇所

建設仮勘定 設備の額該当項目③ 資本金① 20,000,000 ①払込資本金

（無形固定資産） 資本剰余金 3,500,000 

ソフトウェア 資本準備金 2,000,000 

のれん その他資本剰余金 1,500,000 

資本剰余金合計 3,500,000 ②準備金・積立金

（投資その他の資産） 利益剰余金 15,400,000 

投資有価証券 利益準備金 1,500,000 ②準備金・積立金

出資金 その他利益剰余金 13,900,000 

長期貸付金 ○○積立金 7,900,000 ②準備金・積立金

長期前払費用 繰越利益剰余金③ 6,000,000 ③次期繰越利益（欠損）金

利益剰余金合計 15,400,000 

自己株式 0 ②準備金・積立金

株主資本合計 38,900,000 

固定資産合計 Ⅱ　評価・換算差額等 0 ②準備金・積立金

Ⅲ　繰延資産 その他有価証券評価差額金 0 

評価・換算差額等合計 0 

Ⅲ　新株予約権 0 ②準備金・積立金

純資産合計④ 38,900,000 ④合計

112,000,000 112,000,000 

貸借対照表（確認例）

（令和○○年○月○日　現在）

負債合計

利益剰余金は、字下げがない場合が
あるため、二重計上に注意

資産合計 負債・純資産合計

科目 科目

物品の製造を希望する場合、下記に該当する金額に算入

ただし、リース資産は残高がわかる書類が必要です。

申請書25番 設備の額


